
二
〇
一
四
年
一
月
三
十
一
日

（
金
）
、
二
月
一
日
（
土
）
の
２
日

間
、
４
回
に
わ
た
っ
て
、
２
０
１
号
室

に
て
第
１
回
明
番
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
三
十
一
日
は
２２

名
、
一
日
は
６６

名
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
菊
池
執
行
委
員
長
の
挨
拶
】

先
日
の
新
年
会
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
新
法
が
一
月
二
十
七
日
に

施
工
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

今
ま
で
東
京
は
特
定
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
準
特
定
地
域
に
下
げ

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
準
特
定
地
域

に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
一
定
の
基
準
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、
新
規
参
入
や
増
車

が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

入
れ
物
が
出
来
た
だ
け
の
よ
う
な
法

律
に
こ
れ
か
ら
魂
を
い
れ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
運
動
を
強
化
し
、
自
分
た
ち

の
望
む
よ
う
な
法
律
に
な
る
よ
う
に
、

利
用
者
、
行
政
、
地
域
協
議
会
に
訴
え

て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二
〇
一
四
年
春
闘
要
求
に
つ
い
て

続
い
て
、
福
島
書
記
長
よ
り
「
二
０

一
四
年
春
闘
要
求
案
」
を
提
案
し
、
内
容

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

（
一
）
二
〇
一
四
年
賃
金
要
求
に
つ
い
て

景
気
が
回
復
せ
ず
、
賃
金
が
３
０
年
前

の
水
準
に
落
ち
込
ん
で
い
る
状
況
を
見
据

え
て
、
現
行
賃
金
の
改
善
を
要
求
す
る
。

①

月
例
賃
金

Ⅰ
、
能
率
給
の
「
足
切
り
」
を
、
１
２

勤
務
で
４
５
，
０
０
０
円
か
ら
４
２
，
０

０
０
円
に
減
額
す
る
こ
と
。

Ⅱ
、
残
業
時
に
能
率
給
の
腰
高
が
、
残

業
１
時
間
当
た
り
に
加
算
さ
れ
る
金
額

を
、
４
，
０
０
０
円
か
ら
減
額
変
更
す
る

こ
と
。

②

賞
与
部
門

賞
与
の
「
特
別
配
分
」
に
「
７
，
５
０

０
キ
ロ
で
３
５
，
０
０
０
円
を
支
給
す

る
」
ラ
ン
ク
を
設
け
る
事
。

（
二
）
労
働
補
償
の
要
求

①
「
羽
田
定
額
」
は
、
メ
ー
タ
ー
料
金
で

賃
金
計
算
を
行
う
事
。

②
「
Ａ
空
転
」
の
補
償
は
、
現
行
方
式
か

ら
、
営
収
に
入
れ
る
方
式
に
変
更
す
る

事
。

（
三
）
高
速
道
路
帰
路
料
金
の
会
社
負
担

の
要
求

①
首
都
高
速
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社
負

担
と
す
る
事
。

②
外
郭
環
状
線
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社

負
担
と
す
る
事
。

③
圏
央
道
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社
負
担

に
と
す
る
事

（
四
）
「
一
律
３
割
の
減
車
」
要
求

都
内
全
社
「
一
律
３
割
の
減
車
」
を
行

う
よ
う
、
そ
の
先
陣
を
切
る
と
共
に
、

「
３
割
の
減
車
」
を
他
社
に
も
働
き
か
け

る
事
。

（
五
）
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
４
輪
装

着
の
要
求
（
１
２
月
～
３
月
）

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
義
務
と
責
任

を
果
た
す
た
め
、
１
２
月
か
ら
３
月
の
期

間
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
常
時
４
輪

装
着
す
る
事
。

『
質
疑
応
答
』

（
春
闘
要
求
案
に
つ
い
て
）

●
足
切
り
は
今
ま
で
４
０
，
０
０
０
円
で

要
求
し
て
い
た
が
、
４
２
，
０
０
０
円
に

上
が
っ
た
の
は
何
故
？

残
業
の
腰
高
も
４
、
０
０
０
円
か
ら

２
，
０
０
０
円
に
下
げ
る
要
求
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
減
額
変
更
に
な
っ
た
の
は
何

故
で
す
か
？

（
執
行
部
）
賃
金
の
組
替
え
を
行
っ
た
ば

か
り
で
、
こ
れ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
原
資
が

出
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
計
算
を
す
る
と

足
切
り
４
０
０
０
０
円
、
残
業
の
腰
高
を

２
０
０
０
円
に
下
げ
る
と
赤
字
に
な
り
ま

す
。
実
現
で
き
な
い
も
の
を
要
求
す
る
よ

り
は
、
理
論
上
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
要

求
す
る
た
め
に
金
額
を
変
更
し
ま
し
た
。

●
３
割
減
車
は
多
す
ぎ
る
の
で
は
？
現
在

２
４
５
台
稼
働
し
て
い
る
車
を
あ
と
１
割

減
車
す
る
事
に
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
く
の
か
？

（
執
行
部
）
今
現
在
、
実
際
の
稼
働
率
は

８
２
．
３
％
で
す
。
新
人
が
乗
る
黄
色
は

不
足
し
て
い
ま
す
が
、
黒
タ
ク
は
余
っ
て

い
ま
す
。
あ
と
１
割
減
車
を
し
て
も
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
所
だ
け
は
減
車

を
し
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
た
ら
、
何
も

状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
賃

金
・
労
働
条
件
を
改
善
す
る
た
め
に
減
車

を
す
る
事
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

●
今
回
、
一
時
金
は
出
な
い
の
で
す

か
？

（
執
行
部
）
も
と
も
と
、
何
も
解
決

で
き
な
い
時
の
代
わ
り
も
の
で
、
一

時
金
を
要
求
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
羽
田
定
額
は
ド
ラ
イ
バ
ー
負
担
が

大
き
く
、
メ
ー
タ
ー
料
金
と
の
差
が

最
大
で
３
０
０
０
円
～
４
０
０
０
円

ほ
ど
あ
り
、
賞
与
に
も
影
響
す
る
の

で
、
是
非
、
賃
金
計
算
に
入
れ
て
貰

い
た
い
で
す
。

（
執
行
部
）
労
働
し
た
分
は
労
働
者

に
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
す
。
会
社
側

に
要
求
し
ま
す
。

●
国
際
さ
ん
で
は
成
田
定
額
を
や
っ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
今
後
日
交
で

も
予
定
は
あ
り
ま
す
か
？

（
執
行
部
）
今
の
と
こ
ろ
、
成
田
定

額
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
世
の
中
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
し
て

い
ま
す
が
、
東
洋
交
通
で
は
基
本
給

の
ア
ッ
プ
は
で
き
な
い
の
で
す
か
？

（
執
行
部
）
賃
金
の
組
替
え
を
し
た

ば
か
り
で
、
４
月
の
賞
与
で
ど
の
く

ら
い
支
出
さ
れ
る
か
試
算
が
出
て
い

な
い
の
で
、
現
状
で
は
基
本
給
の

ア
ッ
プ
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

第１回 明番集会報告

２０１４年春闘要求等を集約

裏
面
に
続
く

（右）『タクシー新法に魂を入れて

行こう』と述べる、菊池執行委員長

（左）春闘要求（案）を読み上げる

福島書記長

質問する組合員

質問に答える菊池執行委員長


